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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年３月期の業績予想について、平成 20 年 10 月 20 日付で「平成
21 年３月期 中間決算短信（非連結）」にて公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。 

 

記 

                                               (金額の単位：百万円) 

１．通期業績予想の修正等（平成 20 年３月 16 日～平成 21 年３月 15 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

            

 前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,300 
百万円

860
百万円

770
百万円 

450 
     円  銭

53  95

 今回修正予想（Ｂ） 5,000 650 600 300 36  33

 増減額（Ｂ―Ａ） △300 △210 △170 △150 ― 

 増減率（％） △5.7 △24.4 △22.1 △33.3 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 

 

5,108 

 

800

 

741

 

272 

 

32  57

 

２．修正の理由 
①平成 21 年３月期の通期業績予想について 

平成 21 年３月期中間決算期までの業績は順調に推移しましたが、第 3四半期の 10 月に入り世界規模で景気後

退が急速に進む中、急激な需要の減退、急落後低水準で推移する原油相場、急速な円高進行等により市場環境

は一段と悪化の様相を呈してきました。このような急激な事業環境の変化により、当社通期の予想を修正いた

します。 

 売上につきましては、急速な円高進行等により輸出売上の減少及び 10 月以降の製造業における設備投資の

抑制の影響を受け、急激な需要の減退による国内販売の鈍化が見込まれます。利益面につきましても、売上の

減少に対する生産体制の見直し及び生産調整の実施等により、営業利益 650 百万円、経常利益 600 百万円、当

期純利益 300 百万円と当初予想を下回る見込みであります。 
 
②期末配当予想について 
1 株当たり８円の期末配当予想（通期 16 円）につきましては、変更の予定はありません。 

 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成してものであり、実際の
業績は今後の環境変化等さまざまな要因によって大きく異なる場合があります。 
 

以上 


